
【健康経営戦略マップ】（2022年5月30日策定）

　　　※1　IWS（いちまさワークスタイル)：日常業務に支障のない範囲で、就業時間内での“能力開発”や“知的創造活動”に取り組む働き方を推奨しています。

　　　※2　LWB：一正グループでは「仕事(ワーク）の前に生活（ライフ）が優先されるべき」という想いをこめ「ライフ・ワーク・バランス」という言葉を使っています。

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・

行動変容に関する指標

健康投資施策の取組状況に

関する指標

健康投資効果

健康経営で解決したい

経営課題

IWS（※1）・

LWB（※2）の推進

ストレスチェックの実施

定期健康診断の実施

様々な効果に関連する

健康投資（＊）

健康増進による

生産性向上

高ストレス者の減少

有所見者の減少喫煙率の減少

メンタルヘルス対策の

理解度向上

睡眠の質の向上

就労に対する

満足度向上

再検査・精密検査の

受診率向上

運動習慣がある人の

割合の増加

働きがいがあり

活力ある職場

（＊）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。
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禁煙プログラムの実施

メンタルヘルス面談の

実施

年間休日増加

有給休暇取得奨励

メンタルヘルス研修の

実施

社内コミュニケーション

機会の利用

ＦＡ・ＤＸ推進

ウォーキングイベントの

実施

ヘルスリテラシー教育

（女性の健康に関する

研修含む）の実施

食習慣や食生活

情報ツールの提供

利用者数の増加

面談回数の増加

有休取得日数の増加

参加者数の増加

利用者数の増加

残業時間の減少

参加者数の増加

参加者数の増加

利用者数の増加

保健指導・特定保健

指導の実施
参加率の増加 生活習慣病の改善

年間総実労働時間の

減少
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